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e-learning 英語教育の学習効果に関する研究
─学習者の自律学習へ向けた教師の役割─
太　田　かおり
１ はじめに ～ e-learning の歴史と変遷～
　日本における e-learningの普及は 2000年頃から始まったと言われている
（eラーニング白書 , 2008）。21世紀の幕開けと同時に企業や社会における
IT化に拍車がかかり、文部科学省による e-Japan戦略が 2001年に策定され
たことも相まって、その影響は教育界にも例外なく及んだ。パソコンやイン
ターネットの普及と活用は教育の場においても試みられるようになり、CALL
（Computer Assisted Language Learning）や教育工学などの新しい分野
における研究も行われ始めた。しかし、どんなに高度なシステムが開発され、
どんなに優れた教材が完成したとしても、必ずしもそれが良い教育や優れた学
習効果へ繋がるとは言えない。なぜなら、システムを超えた教育効果は、指導
者や学習者がどのように教育や学習に取り組むかによって大きく左右されるか
らである。
　e-learning授業の難しさは、いかに優れた学習プログラムを用意しても、
道具を与えるだけでは学習者の学力向上へは繋がらないという点である。まず
は、指導者が道具を効果的に使いこなすための指導技術と能力を身につけてい
なければならない。そして、学習者の自律学習を持続的に支援し続けるための
教授法と授業運営を工夫しなければならない。e-learning学習が、例えば、
半年以上に亘るなど長期化すればするほど、学習者の学習意欲を維持継続させ
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ることは難しさを増す。このような場合、指導者の役割は更に重要で、学習者
要因や学習者心理を理解しつつ、いかに学習者の学習動機を高く維持し続ける
ことができるか、指導者の手腕が問われるところである。
　前述のとおり、2000年代初頭に急速に火がついた e-learningは、その後
一旦、教育界においては下火となる。おそらく原因は、e-learning教育がコ
ンピュータ頼みに偏重し過ぎた結果、一定以上の学習効果を上げることがで
きなかったからであろうと推察される。興味深いことに、e-learning離れの
現象は、教育学における学習理論の変遷とも連動している。構造
4 4
主義学習観
が主流の時代には、e-learningの主眼は「何を教えるか」にあり、反復練習
（pattern practice）を多く取り入れた e-learning教材が開発され、暗記学
習や資格検定には一定の成果をあげてきた（見上他 , 2011）。しかし、構成
4 4
主
義的学習観に基づいた学習理論が提唱されると、学習は、学習者の主体的な行
為であるとみなされるようになり、「どのように教えるか」、「学習者がいかに
して知識を体得していくか」などの学習プロセスや学習者心理を考慮に入れた
教授法が求められるようになった。近年の研究では、e-learning学習におけ
るコンピュータ（学習内容）と学習者、さらには学習者間、そして学習者と指
導者間の有機的な相互作用が、更なる学習効果を生むことがわかってきた。ま
た、教師主導型の対面授業と個別学習型の e-learning授業を組み合わせたブ
レンド型学習（blended learning）の実践によって、より高い学習効果が期
待できることが報告されており（安達他 , 2009、菅原 , 2010）、ブレンド型
学習で英語を学んだ方が、英語力も向上し、学習効果も上がったという研究成
果も報告されている（見上他 , 2011）。「何を」、「どのように」教えるかに関
する e-learning教授法の更なる研究が求められている。
　2000年代を「第一次 e-learningブーム」と名付けるならば、ここ 10数年
間の e-learning学習による失敗と成功の蓄積を教育学的視点から捉え直すこ
とによって、これからは真の意味における e-learning教育を目指した「第二
次 e-learning時代の到来」と位置づけることができるであろう。
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２ e-learning 教育における教師の役割
　“教育（education）”が、教える側と教わる側双方向の関わり合いの中で、
学習者による学びをじっくりと育み深めていくという意味合いが強いのに対し
て、“教える（teach）” は、どちらかというと「指し示す、明らかにする」
という、一方向からによる知識伝達の意味合いが強い。すなわち、e-learning
が教育（education）の一環として行われる限り、パソコンという道具を与え
るだけでは教育には成り得ず、また、単なる知識の詰め込みとも異なる。教
える側は、いかにして学習者の潜在的な可能性を引き出し、いかにして伸ば
していくかに関する周到な指導方針と確固たる教育理念を持ち、そして具体
的な到達目標を描いていることが不可欠である。e-learningにおける指導者
は、本質的には educator（教育者）であるが、時として teacher（教員）、
instructor（指導員）、advisor（相談役）や facilitator（世話役）のような様々
な役割を担い、ある時は、厳しい訓練を強いながらも技術力を高め、励ましな
がら勝利へと導く coach（監督）のような役割も担う重要な存在である。指
導者は常に、学習者の学習状況や進捗状況を管理するだけではなく、個々の学
習者の努力やつまずきを把握し、指導に反映しつつ学習者の能力向上と目標達
成へ向けて尽力しなければならない。さらには、学習者の自律した学習行動の
形成へ向けて、学習者の心理面における支援も求められる。
　学習とは本来、学習者が自ら積極的・能動的に関わることで初めて成立す
る行為であり、「自身のために自分が責任をもって行う行為 （合田 , 2011: 
16）」である。e-learning学習はまさに、個々の学習者が自律した態度で学習
に取り組むことが求められる能動的な学習活動であるため、学習者は、個々の
達成目標を自ら設定し、その実現に向けて学習動機を内発的に喚起し、維持し
続けなければならない。この過程が効果的に機能するためにも、指導者の果た
す役割は極めて大きい。松村（1989 : 1218）によると、自立（self-reliance）
とは、「他の助けや支配なしに自分一人の力で物事を行うこと」と定義されて
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いるのに対して、自律（self-control）とは、「他からの支配や助力を受けず、
自分の行動を自分の立てた規律に従って正しく規制すること」と説明されてい
る。要するに、「自律」とは「自立」をより能動的・主体的に実質化させた行
動特性を内包しており、自らの意志で行動を統制するという意味において、よ
り高次な行動規範である。学習行動には、自立性と自律性の両方の要素が求め
られるが、特に e-learning学習においては自律性の要素が不可欠である。単
に一定の学習時間を確保して自学自習に取り組むといった自立性だけでは不十
分で、自己鍛錬しながら目標達成へ向けた地道な努力が継続的に求められると
いう点において、高い自律性が求められる。
　e-learning学習は、教科書や鉛筆に代わって、学習用具としてパソコンや
キーボードを使用するがゆえに、無機質で静的な学習行為であると考えられる
ことがある。さらには、集合学習によるため、指導者と学習者の接点が希薄で
あるというイメージも抱かれやすい。しかし実際のところ、e-learning授業
は、指導者が個々の学習者の学習時間や進捗状況、さらには、弱点や問題点を
的確に把握し、これらの情報を効果的に活用することによって、より適切な指
導を行うことができるという点において、極めて「個別指導」に近い授業形態
であると言える。クラス運営は「集団・一斉授業」であるが、学習形態および
指導形態は非同期型の「個人・個別指導」である。e-learning学習のメリッ
トの一つは、このように、学習時間や進捗状況、誤解答数などのデータ情報を
一元管理することが比較的容易に可能であり、把握しやすいという点である。
これらの利点を有効活用し、個々の学習者の指導へ繋げることによって、更に
効果的な e-learning教育を実現することが可能となる。
３ リメディアル教育としての e-learning
　1990年代半ば頃から、日本の大学ではリメディアル教育が盛んに行われ始
め、入学前教育、初年次教育、高大連携教育、補講授業による再教育など、様々
e-learning 英語教育の学習効果に関する研究（太田かおり）
― 55 ―
な名称で試みられている（合田，2011）。しかし、これらの教育の多くは、中
等教育課程で行われた学習内容の再教育に重点を置いていることが多いようで
ある。ところが、初等・中等教育課程で取りこぼした学習内容を、これまでと
同じ方法で学ばせようとしても、それが予想以上に難しいことはおよそ理解で
きるであろう。
　本研究で実施した e-learning英語学習は、英単語や英文法、リスニング力
やリーディング力を再教育するリメディアル的要素を兼ねつつも、大きな違い
は「学習量」と「学習方法」の二つである。「学習量」については、通常の印
刷問題集をはるかに凌ぐ問題数で 22,483題の演習問題が学習可能なようにプ
ログラムされている。本研究の学習者が、4ヶ月間で平均 6,433題の問題を
学習したという実際の数値からもわかるように、学習量の多さが際立って特徴
的である。さらに、これらの演習問題はすべて音声と文字、場合によっては画
像によっても提示されるため、e-learning英語学習を通じて多くの英文を聞
き、読むことに繋がる。英語を苦手とする学習者の多くは、これまでに接して
きた英語の量が絶対的に少ないことが原因の一つでもあるため、学習量を増や
すことによって、英語力の伸長が期待できる。次に、「学習方法」については、
講義形式による教師主導型の対面式授業と、e-learningを活用した学習者中
心の能動型授業とのブレンド型学習によって、学習者の自律学習を促すことを
意図している。このように、学習量と学習方法が特徴的な e-learning学習を
通じて、語彙・熟語・文法・構文・聴解力・読解力などの英語力を総合的に高
めることがねらいである。
　本研究は、大学生を対象に実施した 4ヶ月間に亘る e-learning英語教育の
成果について報告し、考察を行う。さまざまな英語教育が試みられる中で、
e-learning英語学習が受容技能である「聞く力」と「読む力」の育成にどの
ような学習効果を示すかについて、分析結果をもとに考察を行う。
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４ 本研究の目的
　本研究は、大学生 32名に対して 4ヶ月間に亘って実施した e-learning英
語学習の成果を報告し、学習者の平均点や伸長状況、および学習時間や学習傾
向などについて考察する。
　分析する主項目は、1）学習時間、2）クリア科目数、3）問題数、4）テス
ト点数、5）テスト点数の伸長幅の 5項目である。また、学習効果を測定する
指標として、1）プレトレーニングテスト（学習開始直前）、2）中間テスト（1ヶ
月半後）」、3）「確認テスト（3ヶ月後）」、4）「期末テスト（4ヶ月後）」の計
4回のテストを実施した。テスト毎の点数の推移についても分析を行う。本研
究の研究方法は、以下のとおりである。
５ 方法
e-learning 学習・指導期間
　2010年 9月末～ 2011年 1月末迄の 4ヶ月間
　※ 90分・週 2回の授業を 15週に亘って行い、計 30回（45時間）の授業
を実施した。
対象者
　本研究の学習者は、本人の希望により当授業を選択した大学生 32名（男子
16名、女子 16名）を対象とする。学習者の所属学年（人数）は、3年次生（25
名）と 4年次生（7名）である。なお、当授業を履修する際の特別な履修条件
は設けていない。
授業形態と授業内容
　授業は、90分授業を週 2回、15週に亘って行い、計 30回実施した。
e-learning 英語教育の学習効果に関する研究（太田かおり）
― 57 ―
一人一台のパソコンとネットワーク環境の教室で、学習者 32名が合同で
e-learning英語学習を行う。クラスの授業運営および指導者は、筆者（1名）
である。
　90分の授業のうち、前半約 20分は読解力育成を目的として、250～ 400 
wordsの英文速読教材プリントを用いた対面授業を行う。学習者はおよそ 3
～ 5分間で標準的なレベルの英文を速読し、10問の True/false問題に解答す
る。その後、教師が英文を音読しながら解答・解説を行う。毎回の授業で一つ
の長文を読み、4ヶ月間で 27題の英語長文速読を行った。英文速読を行う教
師主導型対面授業の後は、一斉に e-learning英語学習を開始する。すべての
英単語や英文は音声で流れるため、学習者は一人一個のヘッドフォンを使用
し、集中して e-learning学習に取り組むことができる。
　指導者（筆者）は、毎回の授業の冒頭で「今週の達成目標」を学習者全員へ
一斉画面を通じて掲示する。これにより、学習者は全体の進捗状況を把握する
ことができ、自身の学習進度がどのくらい進んでいるのか、または遅れている
のかを確認することができる。この点において指導者は、適切な学習進度の
ペースメーカー的役割を担っている。また、e-learning授業中に指導者は常
に机間巡視を行い、学習者のつまずきや努力に対して個別の助言をし、英語
に関する個別の質問を受けたり、学習面への指導や心理面に対する支援を適宜
行った。
分析項目
　本研究で分析を行う主項目は、以下の 5項目である。
1）学習時間：各学習者が 4ヶ月間の e-learning英語学習で取り組んだ学習
時間の総合計を示す。なお、総学習時間についてはパソコンで一括管理を行う
ことが可能である。
2）クリア科目数：全部で 69個ある科目のうち、クリア（合格）した科目数
を示す。
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3）問題数：各学習者が 4ヶ月間の e-learning英語学習で取り組んだ演習問
題の総数を示す。
4）テスト点数：「プレトレーニングテスト（学習開始直前）」、「中間テスト
（1ヶ月半後）」、「確認テスト（3ヶ月後）」、「期末テスト（4ヶ月後）」の計 4
回実施した各テストの点数を示す。
5）伸長幅：テスト毎に点数がどのくらい伸びたのかに関する伸び幅を示す。
テストの実施時期
　計 4回実施したテスト名称および各テストの実施時期は、以下のとおりで
ある。
1）プレトレーニングテスト：e-learning英語学習開始の直前に実施
2）中間テスト：e-learning英語学習開始から 1ヶ月半後に実施
3）確認テスト：e-learning英語学習開始から 3ヶ月後に実施
4）期末テスト：e-learning英語学習開始から 4ヵ月後に実施
テスト問題
　実施したテストの問題傾向について、詳細を示す。テストは Listening問
題（100点）、Reading問題（100点）の合計 200点満点である。出題傾向は、
TOEIC bridgeレベルの標準的な問題で、語彙、文法、熟語、構文、会話文、
長文問題を含む客観テスト形式である。解答方法は、パソコン上で音声を聞き
（Listening問題のみ）、画面を見ながら問題に解答する形式で（Listeningと
Reading問題の両方）、解答時間は Listeningと Readingを合わせて約 60分
間である。
　4回のテスト問題はすべて異なるが、各回の問題レベルはいずれも標準化さ
れており、テスト間の問題レベルに難易度の差はない。
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e-learning ソフトウェアの特徴
　本研究で使用した e-learning英語学習用ソフトウェアは、Newton社の
「Newton e-Learning TOEIC TEST Aコース TLTソフト」⑴である。
TOEIC bridge（TOEIC 450点）レベルの問題で、「単熟語」、「例文」、「ディ
クテーション」、「問題編」のさまざまな形式で出題される。語彙・熟語・文
法・読解・聴解力を総合的に向上させることに効果が期待できる。TLTソフ
トの特徴は、Testingプロセスでは、学習者の英語力をチェックする目的で、
テスト形式により「出来る問題」と「出来ない問題」を分類し、Learningプ
ロセスでは、間違えた問題だけを重点的に学習し、Trainingプロセスでは、
間違えた問題が 3回連続して正解できるまで自動的に繰り返し練習を行うシ
ステムになっている。Testing-Learning-Training(TLT)の学習プロセスを経
ることによって、学習者個々の幅広い英語能力に対応した進度とレベルで、効
果的に英語力を強化できることが利点である。
問題数
　e-learning教材で学習可能な総問題数は、22,483題である。各 Partの問
題数は、以下のとおりである。
e-learning 学習画面・管理画面
　学習者は、各自の学習時間、進捗状況、クリア科目数、苦手な問題などを各
e-learning 教材で学習可能な総問題数
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自のパソコン画面で確認することができ、指導者は、遠隔操作により一括して
管理画面で確認することができる。これらを学習者の指導に反映させるべく有
効に活用することが可能である（図 A、図 B、図 C参照）。図 Aは学習の進
図A　e-learning 学習の進捗状況を表す一覧画面
図B　学習トレーニング用のトップ画面
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捗状況、図 Bは学習トレーニング用のトップ画面である。図 Cは e-learning
の演習問題が出題された画面であるが、すべての問題は音声リスニングが可能
であり、音の出る問題集としてリスニング力の向上にもかなり効果的である。
また、音声に続いてイラストによるイメージ画像が表示され、解答した後には
解説が表示される。
授業の評価基準
　学習者に対して事前に周知を行った評価基準は以下の 4項目で、これらを
総合的に評価した。
1）学習時間（30%）：60時間以上 （30%）/ 50時間以上（20%）/ 40時間
以上 （10%）
2）到達度（30%）：Part3の学習終了（30%）/ Part2の学習終了（20%）/ 
Part1の学習終了（10%）
3）テスト（20%）：中間テスト（10%）/ 期末テスト（10%）
4）授業や課題への取り組み・出席・平常点 （20%）
図C　e-learning 演習問題の画面
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６ 結果
　大学生（32名）を対象に、4ヶ月間に亘って実施した e-learning英語学習
の結果を以下に示す。今回の研究では、1）学習時間、2）クリア科目数、3）
問題数、4）「プレトレーニングテスト（学習開始直前）」と「期末テスト（4ヵ
月後）」の伸長幅、5）「プレトレーニングテスト（学習開始直前）」、「中間テ
スト（1ヶ月半後）」、「確認テスト（3ヶ月後）」、「期末テスト（4ヶ月後）」
の各テスト点数の推移、6）テスト毎に点数がどのくらい伸びたかを示す伸長
幅、7）「学習時間」、「クリア科目数」、「問題数」、「伸長幅」に関する個々の
学習者の分布状況、8）「点数が伸びた学習者層」と「伸びなかった学習者層」
の比較、以上計 8つの視点からの分析結果を示した。
学習者の全体傾向
　e-learning英語学習に取り組んだ学習者の「学習時間」、「クリア科目数」、
「問題数」の全体平均値を表 1に示した。4ヶ月間の学習時間は平均 43時間
9分、クリア科目数は平均 21.5個、取り組んだ演習問題数は平均 6,433題で
あった。
表 1「学習時間」、「クリア科目数」、「問題数」に関する全体の平均値
表 2-1「点数の伸長幅」に関する全体の平均点
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　表 2-1は、e-learning英語学習直前に実施した「プレトレーニングテスト」
と 4ヶ月後に実施した「期末テスト」において、リスニング、リーディング、
および合計点数がどのくらい伸びたかを示す「伸長幅」の全体平均を示してい
る。リスニングの伸長幅の平均は 10.1点、リーディングは 13.1点、合計点
は 23.1点の上昇であった。e-learning英語学習の開始直前に実施した「プレ
トレーニングテスト」と、4ヶ月間の e-learning英語学習後に実施した「期
末テスト」のリスニング、リーディング、合計点について、1 %の有意水準で
検定を行った結果、「プレトレーニングテスト」と「期末テスト」の間で、「リ
スニング」、「リーディング」、「合計点」のすべてにおいて有意差が認められた
（いずれも P<0.001）。これにより、「プレトレーニングテスト」に比べてテ
スト点数は「期末テスト」の方が高い平均点となっており、明らかな有意差が
あることが示された。
　表 2-2は、リスニングとリーディングのうち、どちらの伸長幅が大きかっ
たかを示している。全体の 34.4%の学習者はリスニングの方がよく伸びてお
り、59.4%はリーディングの方が伸びている。リスニングとリーディングの
両方が同じ伸長幅であった学習者は全体の 6.3%であった。全体平均点数につ
いてはリスニングの方がリーディングよりも高いが（表 3、図 3）、伸長幅は
リーディングの方がリスニングよりも大きく（表 4、図 4）、全体の六割近い
学習者が、リスニングよりもリーディングの方が点数の伸び幅が大きいことが
わかった（表 2-2）。学習者の中には、リスニングかリーディングのいずれか
一方が顕著に伸びる傾向が見られるが、伸び幅についてはリーディングの方が
伸びている学習者が 59.4%と多く、4ヶ月間の e-learning学習で、リスニン
表 2-2「点数の伸長幅」が大きかった方の科目
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グよりもリーディングの方が点数の伸び幅が大きい学習者が多いことがわかっ
た。この結果は e-learningの学習効果に加えて、英文速読による指導効果も
影響していると考えられる。
学習時間、クリア科目数、問題数に関する個々の学習者の分布状況
　個々の学習者の「学習時間」、「クリア科目数」、「問題数」の分布状況につ
いては、以下の図 1-1、図 1-2、図 1-3に示し、e-learning英語学習の「前」
と「後」の伸長幅に関する個々の学習者の分布状況については、図 2-1、図
2-2、図 2-3に示した。
　結果の冒頭の表 1で示したように、学習者 4ヶ月間の平均学習時間は 43時
間 9分であった。学習時間については、90分 30回の授業に加えて、自宅で
の学習を週 3時間以上は行うように指導した。図 1-1は、「学習時間」に関す
る個々の学習者の分布状況を表している。図 1-1によると、21～ 30時間が
34.4%と最も多く、次に 31～ 40時間（18.8%）、41～ 50時間（15.6%）
と続いている。71時間以上学習した者も 12.5%であり、最も学習時間が長かっ
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図 1-1　学習時間の分布
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た学習者の学習時間は 104時間であった。
　表 1に示したように、学習者全体の平均クリア科目数は全部で 69個あるう
ちの 21.5個であった。図 1-2は、「クリア科目数」に関する個々の学習者の
分布状況を表している。図 1-2によると、16～ 20個が 34.4%と最も多く、
図 1-2　クリア科目数の分布
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図 1-3　問題数の分布
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次に 31～ 35個（15.6%）、21～ 30個（12.5%）と続いている。わずかで
はあるが 50個以上クリアした学習者も 3.1%おり、最も多くクリアした学習
者のクリア科目数は 47個であった。
　4ヶ月のe-learning英語学習期間中に学習した問題数は平均6,433題であっ
た（表 1参照）。この数字からも、一般に出版された問題集に比べて、はるか
に多くの単語や問題に取り組んだことがわかる。読解を除くすべての問題が音
声と画面の両方を通じて学習を行うため、リスニング力の向上も同時に図ら
れ、効率的な演習トレーニングである。図 1-3は、個々の学習者が取り組ん
だ「問題数」の分布状況を表している。図 1-3によると、5,001～ 6,000題
が 21.9%と最も多く、次に 4,001～ 5,000題（18.8%）である。10,000題
以上の演習問題に励んだ学習者も 15.6%おり、最も多くの問題に取り組んだ
学習者の問題数は 14,767題であった。
リスニング、リーディング、合計点の伸長幅に関する分布状況
　図 2-1、図 2-2、図 2-3は、4ヶ月間の e-learning英語学習の「前」と「後」
におけるテスト点数の伸長幅をそれぞれ「リスニング」、「リーディング」、「合
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図 2-1　リスニング伸長幅の分布
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計点」について示している。すでに表 2-1に示したように、学習者の平均伸
長幅はリスニングが10.1点、リーディングが13.1点、合計点が23.1点であっ
た。これに関する個々の学習者の伸長幅の分布状況は、以下のとおりである。
　図 2-1は、個々の学習者のリスニング点数の伸長幅の分布を表している。6
～ 10点の伸長幅が 31.3%と最も多く、次に 1～ 5点が 15.6%であった。26
～ 30点伸びた学習者も 9.4%おり、最も点数が伸びた学習者の伸長幅は 30
点であった。
　図 2-2は、個々の学習者のリーディング点数の伸長幅の分布を示している。
リーディングの伸長幅はリスニングよりも大きく、16～ 20点伸びた者が
37.5%と最も多く、次に 6～ 10点が 28.1%であった。26～ 30点伸びた学
習者も 12.5%おり、最も点数が伸びた学習者の伸長幅はリスニングと同じく
30点と大きかった。
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図 2-2　リーディング伸長幅の分布
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　図 2-3は、個々の学習者の合計点数の伸長幅に関する分布状況を示してい
る。合計点の伸長幅は、16～ 20点が 18.8%と最も多く、続いて 11～ 15点
が 15.6%であった。21～ 25点、36～ 40点伸びた学習者がそれぞれ 12.5%
おり、最も点数が伸びた学習者の伸長幅は 60点と大きかった。
平均点の推移
　次に、4回実施した各テストのリスニング、リーディング、合計点のそれぞ
れの全体平均点の推移を、以下の表 3と図 3に示した。
図 2-3　合計点伸長幅の分布
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表 3　各テストにおける「リスニング」、「リーディング」、「合計点」の全体平均点の推移
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　表 3と図 3は、計 4回実施した「プレトレーニングテスト（トレーニング
前）」、「中間テスト（1ヶ月半後）」、「確認テスト（3ヶ月後）」、「期末テスト
（4ヶ月後）」のテスト結果の全体平均点とその推移を示している。
　リスニング（100点満点）については、学習開始直前の全体平均点は 63.2
点であった。1ヶ月半後に 67.9点、3ヶ月後に 69.3点、4ヵ月後に 73.3点
と右上がりに上昇して推移している。これらについて 1%の有意水準で検定を
行った結果、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」と「中間テスト（1ヶ
月半後）」は P=0.0036、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」と「確
認テスト（3ヶ月後）」は P<0.001、「プレトレーニングテスト（トレーニン
グ前）」と「期末テスト（4ヶ月後）」は P<0.001で、いずれも顕著な有意差
が認められた。
　リーディング（100点満点）は、学習開始直前の全体平均点は 49.7点と
半分以下の平均点であった。1ヶ月半後に 54.7点、3ヶ月後に 56.8点、
4ヵ月後に 62.8点となっており、リスニングと同様に右上がりの上昇傾向
図 3　各テストにおける「リスニング」、「リーディング」、「合計点」の平均点の推移
　　　（***P<0.001）
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で推移している。これらについて 1%の有意水準で検定を行った結果、「プレ
トレーニングテスト（トレーニング前）」と「中間テスト（1ヶ月半後）」は
P=0.0052、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」と「確認テスト（3ヶ
月後）」は P<0.001、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」と「期末
テスト（4ヶ月後）」は P<0.001で、いずれも顕著な有意差が認められた。
　合計点（200点満点）については、学習開始直前の全体平均点は 112.9点
であったが、1ヶ月半後に 122.6点、3ヶ月後に 126.1点、4ヵ月後に 136.0
点と上昇傾向が見られた。これらについて 1%の有意水準で検定を行った結
果、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」と「中間テスト（1ヶ月半
後）」は P<0.001、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」と「確認テ
スト（3ヶ月後）」は P<0.001、「プレトレーニングテスト（トレーニング前）」
と「期末テスト（4ヶ月後）」は P<0.001で、いずれも顕著な有意差が認めら
れた。
　以上のことから、学習開始前の「プレトレーニングテスト」の点数に比べて、
1ヶ月半後、3ヶ月後、4ヶ月後に実施したテストはいずれも、リスニングと
リーディングの両方において、有意に伸びていることがわかる。科目別に見る
と、いずれのテストにおいても、リスニングの平均点の方がリーディングより
も高くなっており、全体としてリスニングの平均点の方がリーディングの平均
点を 10.5～ 13.5点、上回っている。
伸長幅の推移
　表 4と図 4は、e-learning英語学習開始直前に実施した「プレトレーニン
グテスト（トレーニング前）」の点数が、「中間テスト（1ヶ月半後）」、「確認
テスト（3ヶ月後）」、「期末テスト（4ヶ月後）」にそれぞれ平均して何点伸び
たかを表す「伸長幅」を示している。
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　リスニングは、1ヶ月半後に 4.7点、3ヶ月後に 6.1点、4ヵ月後に 10.1
点伸びている。リーディングは、1ヶ月半後に 5.0点、3ヶ月後に 7.1点、4ヵ
月後に 13.1点伸びた。合計点については、1ヶ月半後に 9.7点、3ヶ月後に
13.2点、4ヵ月後に 23.1点の全体平均点の伸長が見られた。リスニングおよ
びリーディングは、いずれも右上がりの上昇傾向で推移している。
　表 4と図 4を科目別に見ると、いずれのテストにおいてもリーディングの
方がリスニングよりも伸びが上回っていることがわかる。表 3と図 3におい
て、リスニングの方がリーディングよりも全体的に点数が高い結果を示したの
に対して、学習効果による点数の伸長幅については、反対に、リーディングの
方がリスニングを上回って点数の伸び幅が大きいことがわかる。
表 4　各テストにおける「リスニング」、「リーディング」、「合計点」の平均伸長幅
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図 4　各テストにおける「リスニング」、「リーディング」、「合計点」の平均伸長幅の推移
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点数が「伸びた層」と「伸びなかった層」の比較
　以下の表 5は、e-learning英語学習開始直前に実施した「プレトレーニン
グテスト」の点数と、4ヵ月後に実施した「期末テスト」の点数とを比較して、
「リスニング」、「リーディング」、「合計点」の各点数が「上昇した層」と「同
点数又は下回った層」の割合を示している。
　表 5に示したように、合計点が「上昇した層」は全体の 93.8%であり、「同
点数又は下回った層」は 6.2%であった。これは、2名を除く全員の合計点数
が上昇したことを示している。科目別に見ると、リスニングは 84.4%の学習
者の点数が上昇しており、15.6%が同点又は下回る点数であった。リーディン
グについては 87.5%の学習者の点数が上昇しており、12.5%が「プレトレー
ニングテスト」と同点又は下回る点数を示した。「同点数又は下回った層」の
うち、リスニングとリーディングの両方が点数を下回った学習者はいない。す
なわち、学習者に得意不得意がある場合も、リスニングかリーディングのいず
れか一方において点数を伸ばしており、両方の点数が下がっているというケー
スは存在しなかった。
　「点数が上昇しなかった層」については、今後、原因を探るための更なる考
察が必要であり、学習者要因や学習者心理等の観点からも、多角的に分析を行
うことが求められる。現段階で原因の一つとして考えられるのは、表 5が「プ
レトレーニングテスト（学習開始直前）」と「期末テスト（4ヵ月後）」の両テ
スト間における伸長幅に限定して結果を示していることである。これは、4ヵ
表 5　「プレトレーニングテスト（学習開始直前）」と「期末テスト（4ヵ月後）」の点数を比較し
　　　て、「点数が上昇した層」と「同点数又は下回った層」の割合
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月後の学習効果を測定することを目的に比較しており、93.8%の高い割合の
学習者において合計点が上昇したことは、前述のとおりである。その中で、「プ
レトレーニングテスト（学習開始前）」と「期末テスト（4ヵ月後）」の間で、
「同点数又は下回った層」の学習者についても個別に推移を見ていくと、全体
的には伸長傾向にあり、他のテストでは上昇傾向を示していた学習者が、「期
末テスト」において単発的に点数を下げているケースも含まれていることがわ
かった。また、学習者心理やモチベーション等の学習者要因も含めて、今後は
詳細な考察を行うことが求められる。
　伸長幅について総括すると、全体的な傾向として学習者は、リスニングまた
はリーディングのいずれか一方、あるいは両方において点数が伸びており（表
2-1、表 2-2、表 3、表 4、図 3、図 4参照）、学習者全体の 93.8%の合計点が
上昇している（表 5参照）。全体平均点は、学習前と比べて 23.1点上昇して
おり（表 2-1参照）、e-learning英語学習による高い学習効果を示す結果となった。
点数の伸びが「20点以上の学習者層」と「19点以下の学習者層」の比較
　次の表 6は、「点数の伸びが 20点以上の層」と「点数の伸びが 19点以下の
層」について、「学習時間」、「クリア科目数」、「問題数」、リスニング、リーディ
ング、合計点の伸長幅に関する比較を行った結果を示している。
表 6　「学習時間」、「クリア科目数」、「問題数」、「リスニング」、「リーディング」、「合計点」
　　　に関する、「点数の伸びが 20点以上」の学習者層と「点数の伸びが 19点以下」の学
　　　習者層の比較
九州国際大学　国際関係学論集　第 7巻　第 2号（2012）
― 74 ―
　「点数の伸びが 20点以上の学習者の層」（以下「20点以上の層」）と「点数
の伸びが 19点以下学習者の層」（以下「19点以下の層」）を比較した結果（表
6参照）、点数の伸びが「20点以上の層」については、「学習時間」、「クリア
科目数」、「問題数」の平均値が、それぞれ 48時間 33分、23.5個、7,001題
であった。一方、「19点以下の層」は、それぞれ 36時間 13分、19.1個、5,703
題であった。「学習時間」、「クリア科目数」、「問題数」のいずれの項目につい
ても「20点以上の層」が「19点以下の層」を上回っていることがわかる。「学
習時間」、「クリア科目数」、「問題数」に関して、「20点以上の層」と「19点
以下の層」の間で有意水準 1%の検定を行ったところ、有意差は認められなかっ
た（いずれも n.s.）。
　「伸長幅」については、「20点以上の層」が平均 14.6点（Listening）、
18.8点（Reading）、33.3点（Total）と大きく伸びたのに対して、「19点
以下の層」の伸びは平均 4.3点（Listening）、5.7点（Reading）、10.0点
（Total）と伸び幅が小さく、いずれも「20点以上の層」の三分の一以下の伸
長幅である。リスニング、リーディング、合計点の「伸長幅」に関して、「20
点以上の層」と「19点以下の層」の間で有意水準 1%の検定を行った結果、
リスニング、リーディング、合計点のいずれにおいても有意差が認められた
（いずれも P<0.001）。
　表 6をまとめると、次のようになる。「学習時間」、「クリア科目数」、「問題
数」については、「20点以上の層」がいずれの項目についても高い値を示して
いるが、2層間の差は有意であるとは言えない。一方、リスニング、リーディ
ング、合計点の「伸長幅」については、「20点以上の層」の方が「19点以下
の層」よりも大きく有意に伸びており、「20点以上の層」は「19点以下の層」
に比べて 3倍以上の伸長幅で、高い学習効果を示した。
　しかし、「20点以上の層」と「19点以下の層」の 2層間において、「学習時
間」、「クリア科目数」、「問題数」については有意な差が認められなかったにも
関わらず、なぜ「20点以上の層」が「19点以下の層」と比べて 3倍以上の伸
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長幅の差で大きく有意に伸びたのかについては、今回の研究結果からは明確な
説明ができていない。この点については、「学習者要因」や「学習者心理」等
と合わせて考察することが必要であり、今後の課題としたい。
７ 考察
　4ヶ月間に亘る e-learning英語教育の学習効果を、計 4回実施したテスト
点数の伸び幅によって測定した。学習成果については、学習者の全体平均点が
4ヵ月間で 23.1点（200点満点）上昇した（表 1参照）。最も学習効果が高かっ
た学習者は、リスニング（100点満点）が 30点、リーディング（100点満点）
が 30点、合計点数（200点満点）が 60点の上昇であった。4ヵ月間の総学
習時間は平均 43時間 9分で、この期間に学習した問題数の平均は 6,433題で
あった（表 1）。最も学習時間が長かった学習者の総学習時間は 104時間で、
最も多くの問題に取り組んだ学習者の問題数は 14,767題であった。個々の学
習者の学習状況に関する結果は、すでに図 1-1～図 1-3に示したとおりであ
るが、全体の傾向として、積極的に学習時間を確保し、目標達成へ向けて継続
的に努力する学習態度が観察された。量的な保証に加えて、学習内容や学習方
法の質的保証も確保することによって、更なる学習効果が期待できる。
　学習効果を測定する目的で実施した 4回のテスト結果では、学習期間と比
例して右上がりに点数が上昇しており、学習開始直前に49.7点（Listening）、
63.2点（Reading）、112.9点（TOTAL）であったテスト平均点が、4ヶ月
後には 62.8点（Listening）、73.3点（Reading）、136.0点（TOTAL）に
上昇しており（表 3、図 3参照）、いずれも有意な差が認められる結果であっ
た（***P<0.001）。学習者全体の 93.8%がリスニングまたはリーディングの
いずれか一方または両方の成績を伸ばしており（表 5参照）、一定の学習効果
が期待できる結果であった。
　なお、e-learning英語学習は初年次教育の一環としても位置付けているた
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め、英語力の育成のみにとどまらず、主体的・計画的に学習に取り組む態度の
育成と自律学習能力を伸長させる役割も担っている。e-learning英語学習で
培った学習習慣や学習意欲が、他の英語科目や他教科においてもプラスに作用
するよう、今後は更なる学習効果の広がりを期待すべく e-learning教育のあ
り方や方向性について検討を加え、より効果的な教授法を工夫したいと考えて
いる。
８ まとめ
　学習者が、4ヶ月間で平均 6,433題の演習問題に取り組み、テスト点数が平
均 23.1点（200点満点）伸びた結果からもわかるように、e-learning英語学
習は、学習したことを身につけるトレーニング演習の手法としては、一定の効
果が期待できる学習法であると言える。しかし、学習に使用した e-learning
ソフトは、学習者個々の英語レベルに合わせて出題内容が変更されていくソフ
トプログラムであるため、各自の英語能力に応じた進度とレベルに対応可能で
あり、効果的に英語力を強化できることが大きなメリットである一方、反復練
習（pattern practice）による演習的要素が強い学習法である。したがって、
今後は「講義による対面授業」を通じての『学び』と「e-learning学習」を
通じての『身につける授業』の融合と調和を図りながら、より効果的なブレ
ンド型授業の実践を工夫することが求められる。e-learning授業における教
師の役割が大きいことはすでに述べたとおりである。なぜなら、自学自習型
e-learning学習では、目的意識が明確で自律した学習行動が確立された学習
者でなければ、学習者が途中で孤独に陥り、学習の継続が困難になることが起
こり得るからである。対面授業と組み合わせることによって、より望ましい学
習形態を構築することが可能であり、教師は授業構成や指導法のあり方を創意
工夫することが求められる。また、e-learning学習においては他の学習者の
存在も大きな役割を果たしており、例えば、授業中に一斉画面を通じて他の学
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習者の学力向上を知らせることで「成功への期待」が具体的なイメージとなり、
自らの学習動機につながるという効果も期待できる。他の学習者と競い合うこ
とを通じて、互いの学びの意欲を喚起することができるという点においても、
集合学習や協調学習の利点がある。
　また、カリキュラム全体における英語教育の中で、e-learningをどう位置
づけ、どう活用するかについても検討が必要である。当該年度（2010年度）
は、筆者の大学における e-learning英語授業を試行的に実施した初年度にあ
たり、e-learning英語学習の最初の第一歩を踏み出したばかりである。長期
的には、他の英語科目である教養英語やリーディング、ライティング、スピー
チの授業等とも連携を図り、英単語や熟語表現、さらには、授業内容をリンク
させることにより、有機的な学習効果を確保していきたい。また、すでにこの
ような先駆的な取り組みを実践し始めた他の教育機関も存在するが、更なる展
望として、英語系科目内における連携に限らず、テーマや内容については他教
科とも連携を図ることによって、英語学習の枠を超えた総合的な教育へと発展
的に展開させることも可能であろう。
９ 今後の課題
　本研究では、全体の 93.8%の学習者が e-learning英語学習を通じて、リス
ニングおよびリーディングの一方または両方において点数を伸ばしたという結
果が得られたが（表 5参照）、4ヵ月の学習期間が終了した段階における全体
平均点は 136.0点（200点満点）と 7割を下回る点数であったため、今後も
更に点数を伸ばしていくことが期待される学習者層である。したがって、これ
らの学習者が更なる e-learning学習を通じて、どのように英語力が推移・向
上していくのかに関しては、追跡研究を行っていく必要がある。また、英語力
を向上させるための方策や指導法を模索するとともに、持続的に指導を行える
学習環境の整備⑵についても検討が必要であろう。
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　点数の伸びが「20点以上の層」と「19点以下の層」において、「学習時間」、
「クリア科目数」、「問題数」に有意な差が認められなかったにも関わらず、
「20点以上の層」が「19点以下の層」と比べて 3倍以上の伸長幅で有意に伸
びていたのはなぜか、については本論文では充分な解明ができなかった。この
点については、「学習者要因」や「学習者心理」等の要因と合わせて考察を行
う必要があり、今後の課題とする。
　評価基準については、英語力の高い学習者は演習問題を短時間でクリアする
傾向があるため、「学習時間」が比較的短くなる傾向がみられた。したがって、
「学習時間」の長い学習者が、必ずしも「点数の伸長幅」が大きくなるという
結果には至っていない点に留意しなければならない。また、これは反復練習の
弱点の一つでもあるが、短時間でクリアすることに意識が向き過ぎてしまう
と、学習内容を理解した上で身につけようとするのではなく、答えを暗記する
ことに頼ってしまった学習者が存在することが考えられる。すなわち、「クリ
ア科目数」は多いが、「テスト点数」が伸びていない学習者層は、この傾向が
強いことが考えられるため、学習の意義 ･目的の明確な理解を促すとともに、
学習方法に関する適切な指導も合わせて行うことが必要である。「クリア科目
数」が多いにもかかわらず、「伸長幅」が小さかった学習者層には、この傾向
が強く見られるため、今後は、「学習時間」や「クリア科目数（到達度）」に加
えて、自律学習による学習効果を測定するために、テスト点数の「伸長幅」を
より重視した評価基準を検討する必要がある。
　本研究は、4ヶ月間に亘る e-learning英語学習の結果を分析した。今後は、
更なる長期の学習期間⑶によって、どの程度の英語力を伸ばすことができる
か、また、スピーキング力やライティング力の向上についてや学習者要因の分
析、学習の動機付けに関する考察については今後の研究課題とする。
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〈注〉
⑴　「Newton e-Learning TOEIC TEST Aコース TLTソフト」については、Newton
社の TOEIC TEST Aコース TLTソフト説明パンフレットを参照した。
⑵　筆者が勤務する大学の国際関係学部では、2011年 4月より特色ある英語教育の実践と
して e-learning授業を 1年次生の必須科目として導入した。また、ハイレベルな学習
者も含めて英語力を更に伸ばしたい学習者が継続的に学習できるよう、1年次秋学期お
よび 2年次春・秋学期にも e-learning英語科目を選択科目として配置し、目標達成レ
ベルを学期ごとに上げながら 2年間に亘って e-learning英語学習を継続できるよう配
慮したカリキュラム構成となっている。
⑶　今回の研究では、4ヶ月の学習期間に関する成果報告であったが、筆者が指導を行った
別の学習者グループが、4ヶ月更には 9ヶ月の e-learning学習期間を経て、どのように
英語力を向上させたかについては、別の論文で報告を行うこととする。
